
 

 

 

 

 

あいさつは自分から 

校長  村田 幹男 

本校では、教職員が輪番で、朝、子どもたちの登校を門前で迎えるようにしてい

ます。年度初めなので、私や副校長も一緒に出迎えるように心がけています。登校

してくる子を見かけたときからすれちがうまでのわずかな時間は、私と子どもとの

「あいさつの間」となります。この間をどう反応してくるかは子どもによって、状

況によって、いろいろです。いつも遠くから「あっ。校長先生。おはようございま

あす。」と元気よく声を発してくれる子もいれば、近くに来るまで、はにかんでい

る子もいます。また、何人かと一緒のときは元気な声であいさつできるのに、一人

の時はかすかな声になってしまう子もいます。ただ、こちらから「おはようござい

ます」と言えば、ほぼ１００％あいさつは返してくれます。 

あいさつは「されたら返す」ではなく、自分の方から元気な声であいさつができ

るようになればいいと思います。そのレベルになれば、保護者の方にも、地域の方

にも、はずかしがらずにあいさつできるようになるはずです。学校でのあいさつ運

動は今年度も引き続き行っていきますが、ご家庭での実践も大事です。ご協力よろ

しくお願いします。 
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＜お知らせ＞ 

 
 
 
本校の児童・保護者に対する行為に関するセクハ

ラ相談窓口は、「大塚寿美子養護教諭」が担当しま
す。教職員に対する行為に関するセクハラ相談窓口
は、「青木直美教諭」が担当します。 

電話番号 ８５２－６１０３ 
 

 ◆教育総合相談センターの一般教育相談も、 
セクハラ相談窓口として利用できます。 

  電話番号：０４５（６７１）３７２６～８ 

 

 
 
今年度の国際理解教室の講師は、オオクボ 

リー キャン先生です。英語を使いながらマレ
ーシアの文化について学びます。各学年年間４
～５時間学習します。 
 
 
 
今年度の外国語活動の講師は、アレックス  

マツザキ先生です。１～４年は年間１５～１６
時間、５・６年は年間３０時間学習します。 
 

セクシュアル・ハラスメント相談窓口について 

 

 

国際理解教室講師（ＩＵＩ） 

外国語活動講師（AET） 

○特別支援教育担当教員として、今年度も松本美智子教諭が、週１回主に金曜日に指導にあたりま 

す。また、特別支援教育支援員として、光永真紀さん（大学生）、猪股裕太さん（大学生）が、各 

学級の児童の実態に応じて、担任と連絡を取り合い、生活支援や学習支援にあたります。 

  

〇今年度は、理科支援員として、原田久美子さんが着任します。理科室の環境整備や理科授業の教 

材教具・実験器具の準備等を行い、学級担任と連携して学習支援にあたります。 


